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第３章　現在の地球の活動
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＊感想など＊


                                   HRNo.        NAME:                 

２年地学Ⅰ　おまけの実験

第３章　現在の地球の活動

	
１　目的　マグマの粘性の違いにより、溶岩の流れ方や形成される火山体の形に違いが生まれることをモデル実験で実感する。

２　材料　小麦粉、墨汁、きなこ、水、プラスチックコップ、ポリ袋、段ボール(23cm四方)、

　　　　　三脚

３　手順

（１）下準備をする

1 ポリ袋に小麦粉90ｇをはかりとる。

2 プラスチックコップに水を　　ml入れる。

3 三脚ときなこを用意する。

4 穴を開けた段ボールにラップをかける。

1 （２）準備→観察をする。

2 ポリ袋に水を入れ、よく混ぜる（袋を破らないように）。

（玄武岩質マグマの班は、墨汁を少し入れる）

3 三脚、ポリ袋を右図のようにセットする。

4 ②のセットの上にきなこで地面を作る。

5 ポリ袋から小麦粉を絞り出し、噴火させる

6 きなこ山の変形や小麦粉マグマの様子を観察する。

４　噴火の様子

５　考察（実験からどんなことがいえると思うか）










